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2016年度上期は2016年度上期は、

為替の円高による989億円のマイナス影響などにより、売上は前年比8.6%減の1兆1,209億円
となりましたが、

為替影響を除けば、ほぼ前年並となりました。

為替影響を強く受ける状況下でもフラットパネルディスプレイ材料事業、電子材料事業などが
売上を伸ばしました。

また、営業利益については、

為替の円高による233億円のマイナス影響などにより、前年比21.3％減の635億円となりまし
たが、オペレーションベースでは、前年比7.5％増の増益となりました。

また、営業外収益及び費用で為替差損 が76億円発生したものの、投資有価証券売却益40億
円を計上したことで イナス幅を圧縮し円を計上したことでマイナス幅を圧縮し、

税金等調整前四半期純利益は前年比28.4％減の606億円、

当社株主帰属四半期純利益は前年比28.5％減の335億円となりました。
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続いて、セグメント別の状況についてご説明します。

イメージング ソリューション部門の売上高は、

前年比11.5％減の1,532億円、為替影響を除くと前年比0.4％増の増収となりました。

営業利益は、前年比28.5％減の89億円、為替影響を除くと前年比21.7％増の大幅増益
となりました。

インフォメーション ソリューション部門の売上高は、

前年比6.3％減の4,316億円、為替影響を除くと前年比2.8％増の増収となりました。

営業利益は、前年比6.0％減の327億円、為替影響を除くと前年比24.7％増の大幅増益
となりました。

ドキュメント ソリューション部門の売上高はドキュメント ソリューション部門の売上高は、

前年比9.5％減の5,361億円、為替影響を除くと前年比3.4％減の減収となりました。

営業利益は前年比23.7％減の369億円、為替影響を除くと前年比10.5％減の減益とな
りました。

オペレーションベースでは、第１四半期は減益でしたが、第2四半期の3ヶ月では9.7％
増の増益となりました。
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まずイメージング ソリューション部門についてご説明します。

フォトイメージングでは、為替の影響などにより売上は減少しましたが、インスタントカメラ
“チェキ” 、チェキフィルムなどのインスタントフォトシステムの販売が欧米を中心に好調
に推移しました。

また、フォトブックなどの付加価値プリントビジネスも拡大しました。

電子映像では、為替の影響などにより売上は減少したものの、フラッグシップモデル
「FUJIFILM X-Pro2」や「FUJIFILM X-T2」および交換レンズの販売が伸長しました。

光学デバイスでは、スマートフォン用カメラモジュールの販売縮小などにより売上が減少
しました。

他社に先駆けて発売した4Kカメラ対応の放送用ズームレンズは画質面で高い評価を受他社に先駆けて発売した4Kカメラ対応の放送用ズ ムレンズは画質面で高い評価を受
けており、ワールドワイドのシェア拡大を図ります。

イメージング ソリューション部門は、為替の円高によるマイナス影響などにより、減収減
益となりましたが、オペレーションベースでは増収増益となりました。
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続いてインフォメーション ソリューション部門です。

ヘルスケアのうち メディカルシステムでは 為替の影響などにより売上は減少しましたが 医療ITなど成長分ヘルスケアのうち、メディカルシステムでは、為替の影響などにより売上は減少しましたが、医療ITなど成長分
野での販売は堅調に推移しました。

医薬品は、低分子医薬品において後発医薬品の影響を受けたことなどにより、売上は減少したものの、バイ
オ医薬品受託製造が堅調に推移しました。また、研究開発においては、抗がん剤やアルツハイマー型認知症
治療薬などのパイプラインの開発を着実に推進しています。

再生医療では、網膜疾患治療の世界的権威であるDr. David Gammと他家iPS細胞を用いた網膜疾患の治療
法を開発する新会社を米国に設立するなど、事業拡大に向けた活動を推進しています。

また、米国などに続きCellular Dynamics International社のiPS細胞作製に関わる主要な特許が日本でも成立
し、今後iPS細胞の受託生産ビジネスを拡大していきます。

ライフサイエンスでは、美白美容液「アスタリフトホワイト エッセンスインフィルト」や高機能化粧水「アスタリフ
ト モイストローション」などの販売が好調に推移し、売上が増加しました。

フラットパネルディスプレイ材料は、販売が堅調に推移し売上が増加しました。中でも「ＷＶフィルム」の販売が
増加し、好調です。

産業機材では、為替の影響などにより売上は減少したものの、 「エクスクリア」の販売が好調に推移しました。

電子材料ではフォトリソ周辺材料の先端製品などの販売が堅調に推移し、売上が増加しました。

記録メディアは、為替の影響などにより売上は前年並みだったものの、「BaFe（バリウムフェライト）磁性体」な
どのオンリーワン技術を使用したデータストレージ用磁気テープの販売が堅調に推移しました。

グラフィックシステムでは、為替の影響などにより売上は減少しましたが、デジタルプリンティング機器などの
販売が堅調に推移しました。

インフォメーション ソリューション部門は、為替の円高によるマイナス影響などにより、減収減益となりましたが、
フラットパネルディスプレイ材料や電子材料などで売上を伸ばし、オペレーションベースでは増収増益となりま
した。
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ドキュメント ソリューション部門については、

欧米向け輸出の売上がオフィスプリンタ 事業を中心に減少したことに加え欧米向け輸出の売上がオフィスプリンター事業を中心に減少したことに加え、

為替の円高によるマイナス影響などにより、減収となりました。

オフィスプロダクトは、全体での販売台数は前年並みとなりました。

国内ではモノクロ機の販売が好調に推移、

アジア・オセアニア地域においては、モノクロ機、カラー機ともに販売台数が増加しました。、 機、 機 数 増

オフィスプリンターは、国内や欧米向け輸出で販売台数が減少し、全体で販売台数が減少しま
したが、アジア・オセアニア地域ではモノクロ機の販売が好調に推移しました。

プロダクションサービスの販売台数は減少しましたが、国内の販売台数は増加しました。

グローバルサービスは、国内およびアジア・オセアニア地域ともにマネージド・プリント・サービ
スが順調に推移しました。

営業利益は、アジアローカル通貨安の影響と欧米向け輸出の減少などにより、減益となりまし
たが、

第2四半期の3ヶ月においては、為替影響を除くオペレーションベースでは増益となりました。

引き続き、グローバルサービス等の成長領域の拡大や、アジア・オセアニア地域でのさらなる
拡販を進めるとともに、経費削減及び原価改善施策の追加・加速等で収益性を高めていきます。

6



次に、バランスシートについてご説明します。

2016年9月末時点の資産合計は、

受取債権の減少などにより、 2016年3月末時点と比べ、1,890億円減の3兆1,747億円と
なりました。

負債は618億円減の1兆180億円、株主資本は円高による為替換算影響などにより、負債 億 減 兆 億 、株 資本 高 為替換算影響な り、
1,189億円減の1兆9,356億円となりました。

流動比率は、4.7ポイント減の289.0％、負債比率は同ポイントの52.6％、株主資本比率
は0.1ポイント減の61.0％となり、資産の流動性及び資本構成の安定性をともに維持し
ております。
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続いて、キャッシュ・フローについてご説明します。

営業活動によるキャッシュ・フローは、受取債権の減少などにより、1,380億円の収入と
なりました。

投資活動によるキャッシュ･フローは、設備投資などにより、336億円の支出となりまし
た。

この結果、フリー・キャッシュ・フローは1,044億円の収入となりました。結果、 リ キ ッ , 億 入 なり 。

以上で、2016年度第2四半期決算の説明とさせていただきます。
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続きまして、2016年度通期の連結業績予想について、ご説明いたします。

上期の当社業績は、為替の円高影響を受け、売上、営業利益ともに計画を下回った進
捗でした。

この状況を踏まえ、通期連結業績予想を下方修正いたします。

売上高は前年比3 7％減の2兆4 000億円、営業利益は前年比0 4％増の1 920億円と増売上高は前年比3.7％減の2兆4,000億円、営業利益は前年比0.4％増の1,920億円と増
益を確保いたします。

また、税金等調整前当期純利益は前年比1.3％減の1,920億円、当社株主帰属当期純
利益は前年比9.2％減の1,120億円に修正いたします。

なお、下期の為替レートは、米ドル対円を105円、ユーロ対円を115円で想定しておりま
す。す。

以上、2016年度第2四半期決算及び通期業績予想についてご説明いたしました。

ご静聴頂き、ありがとうございました。
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